
吹
奏
楽
部
演
奏
で
歓
迎

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
で
始

ま
り
、
吹
奏
楽
部
の
体
験
を
期
待
し

て
い
る
中
学
生
の
期
待
を
高
め
た
。

（
左
写
真
）

部
活
動
、
留
学
、
英
検
ア
ピ
ー
ル

校
長
先
生
は
挨
拶
の
中
で
、
本
校

は
強
化
指
定
部

の
活
動
に
加
え
、

留
学
、
ク
ル
ー

ズ
船
観
光
案
内
、

英
検
受
験
指
導

に
力
を
入
れ
て

い
る
と
語
っ
た
。

次
に
北
村
先

生
が
本
校
の
歴

史
、
宗
門
校
で

あ
る
こ
と
、
コ
ー

ス
、
学
校
行
事
、

進
路
、
ド
リ
プ

ロ
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
。

後
藤
先
生
か

ら
は
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
お
話
が
あ
り
、
こ
の
夏
に

ハ
ワ
イ
に
短
期
留
学
し
た
中
村
美
月

さ
ん
が
貴
重
な
異
文
化
体
験
を
報
告

し
た
。

バ
レ
ー
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、

写
真
部
が
活
動
紹
介

部
活
動
の
紹
介
で
は
、
強
化
指
定

部
と
そ
の
他
の
運
動
部
、
文
化
部
の

紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後
、
バ
レ
ー
部
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
写
真
部
の
代
表

が
各
活
動
を
紹
介
し
た
。
特
に
写
真

部
は
ス
ロ
ー
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
撮
影
を

ス
ト
ロ
ボ
を
使
い
実
演
し
て
見
せ
た
。

入
試
制
度
、
奨
学
金
の
話

野
月
先
生
か
ら
は
入
試
制
度
、
奨

学
金
、
留
学
費
用
負
担
の
話
が
あ
っ

た
。
入
試
に
は
専
願
入
試
、
強
化
指

定
部
推
薦
入
試
、
一
般
入
試
の
三
つ

が
あ
る
。
授
業
料
は
国
の
施
策
に
よ

り
昨
年
か
ら
私
学
も
無
償
に
な
っ
て

い
る
。
修
学
支
援
制
度
、
各
種
奨
学

金
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
生
に
つ
い
て

も
触
れ
た
。

卒
業
生
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
挑
戦
を
応
援
し
て
く
れ
る
学
校
」

今
春
卒
業
し
て
大
学
に
進
学
し
た

２
名
の
卒
業
生
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

小
野
陽
登
く
ん
（
同
志
社
大
学
）

は
特
進
ク
ラ
ス
に
在
籍
し
、
生
徒
会

長
を
務
め
、
英
検
準
一
級
に
も
合
格

し
た
。
本
校
は
生
徒
の
挑
戦
を
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
こ
と
を

明
快
に
語
っ
て
い
た
。

菅
原
陸
斗
く
ん
（
室
蘭
工
業
大
学
）

は
吹
奏
楽
部
で
活
躍
し
な
が
ら
、
理

数
の
強
み
を
活
か
し
て
、
希
望
校
に

合
格
し
た
。
部
活
動
に
集
中
し
な
が

ら
も
進
路
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
の
お

か
げ
で
進
学
で
き
た
と
語
っ
た
。

ド
リ
プ
ロ
体
験
６
コ
ー
ス

「
発
想
力
ア
ッ
プ
」
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻

「
地
域
の
砂
を
解
析
」

サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

ク
イ
ズ
で
異
文
化
理
解

グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
専
攻

「
正
し
い
手
洗
い
と
は
」

医
療
福
祉
専
攻

心
理
的
競
技
能
力
を
診
断

ス
ポ
ー
ツ
ア
ス
リ
ー
ト
専
攻

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
作
ろ
う
」

フ
ー
ド
専
攻

最
後
は
各
部
活
動
と
特
進
の
授
業

を
体
験
し
て
、
説
明
会
を
終
え
た
。

個
別
相
談
や
制
服
試
着
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
た
。

参
加
者
の
満
足
度
高
い

わ
か
り
や
す
い
説
明
、
体
験
型
好
評

全
体
会
は
68
％
が
満
足
、
28
％
が
や
や
満

足
と
の
結
果
。
感
想
も
提
示
す
る
。

▼
進
路
の
幅
が
広
が
っ
た
の
と
ビ
ジ
ネ
ス

専
攻
で
の
活
動
を
得
て
ア
イ
デ
ア
を
た
く

さ
ん
出
す
大
切
さ
や
自
分
の
持
っ
て
る
能

力
な
ど
で
ど
ん
な
こ
と
が
出
来
る
か
考
え

る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
▼

ス
ラ
イ
ド
で
色
々
な
事
を
初
め
て
知
っ
て
、

医
療
福
祉
の
体
験
で
ど
れ
だ
け
自
分
の
手

が
汚
れ
て
い
る
か
を
知
れ
て
楽
し
か
っ
た
。

▼
生
徒
が
部
活
や
留
学
に
つ
い
て
ス
ラ
イ

ド
を
作
っ
て
紹
介
し
て
い
て
、
良
い
印
象

を
も
っ
た
。
▼
様
々
な
進
路
実
績
の
説
明

と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
専
攻
で
の
活
動
の
説
明

が
詳
し
く
て
良
か
っ
た
で
す
。
ク
イ
ズ
で

世
界
の
文
化
が
学
べ
て
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
留
学
に
つ
い
て
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

(1)第38号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２６年１０月２０日

学

道

一

如
発行

小樽双葉高校
新聞部

2026年10月20日
第38号

第
二
回
学
校
説
明
会

80
名
の
中
学
生
が
授
業
・
部
活
を
体
験

10
月
３
日
、
本
校
の
教
育
内
容
、
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
中
学
生
と
保
護
者

を
対
象
に
第
二
回
学
校
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
中
学
生
約
80
名
と
保
護
者
が
来
校

し
、
体
育
館
で
全
体
説
明
を
聞
き
、
ド
リ
プ
ロ
、
部
活
動
を
体
験
し
た
。

「カードゲームでアイディア
創造！ビジネス発想力アップ
講座」課題を見つけ、リソー
スを使って解決する方法を体
験した。

石狩、銭函の砂をふるいにか
けて、顕微鏡で観察した。

各国の文化の違いをクイズ方式で解答。
ﾏｯｹﾝﾃｨ先生が英語で出題した。

正しい手洗いの仕方を身に付ければ、
感染症を防ぐことができる。実際に
手を洗って、どれだけ菌が付着して
いるのかを確かめた。

前半は心理的競技能力診断検査を実施
して各自分析した。後半は床に輪を並
べて跳ぶ、コーディネーショントレー
ニングを体験した。

市販のお菓子に一手間加えて、試食。
その後、長谷川由紀子先生から正しい
食習慣を身に付け健康管理する重要性
を教わった。



記
念
講
演
に
は
観
光
学
が
ご
専
門

で
生
粋
の
函
館
人
で
あ
る
奥
平
理
氏

（
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校

准
教

授
）
が
登
壇
し
、
函
館
の
歴
史
、
青

函
連
絡
船
、
文
化
、
景
観
に
つ
い
て

語
ら
れ
た
。

奥
平
先
生
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ラ
タ
モ
リ

で
二
度
案
内
人
を
務
め
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
。

１

歴
史

黎
明
期
は
中
世
に
遡
り
、
ア
イ
ヌ

民
族
の
居
住
地
に
和
人
が
左
地
図
の

よ
う
に
箱
形
（→

箱
館→

箱
館
）
の

城
を
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

や
が
て
、
江
戸
幕
府
の
直
轄
地
と

な
り
、
奉
行
所
が
設
置
さ
れ
、
髙
田

屋
嘉
兵
衛
ら
が
活
躍
し
、
北
前
船
の

寄
港
地
と
し
て
発
展
す
る
。

江
戸
時
代
末
期
、
戊
辰
戦
争
終
結

の
地
と
な
り
、
五
稜
郭
（
日
本
最
古

の
洋
式
城
郭
、

星
形
、
武
田
斐

三
郞
設
計
、
上

写
真
）
、
四
稜

郭
（
土
塁
跡
）

な
ど
が
史
跡

と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
開
拓
使
が
設
置

さ
れ
る
が
、
二
年
で
札
幌
に
移
転
し
、

箱
館
は
出
張
所
と
な
っ
た
。
だ
が
、

街
は
造
船
都
市
と
し
て
発
展
し
、
人

口
が
急
増
す
る
。
函
館
ド
ッ
ク
、
青

函
連
絡
船
、(

株)

日
露
漁
業
（
現
・

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
）
が
設
立
さ
れ
、
一

九
三
五
年
ま
で
は
東
京
以
北
の
最
大

都
市
で
あ
っ
た
。

函
館
全
盛
期
の
歴
史
的
建
造
物
と

し
て
①
太
刀
川
家
店
舗
（
関
西
風
商

家
、
和
洋
折

衷
、
耐
火
建

築
、
上
写
真
）

②
旧
金
森
洋

物
店
③
旧
函

館
区
公
会
堂

④
ハ
リ
ス
ト

ス

正

教

会

（
い
ず
れ
も

重
要
文
化
財
）
が
あ
る
。

ま
た
、
函
館
は
北
洋
漁
業
の
拠
点

と
し
て
カ
ニ
、
サ
ケ
、
マ
ス
の
船
団

が
出
航
、
水
産
加
工
も
盛
ん
だ
っ
た
。

海
外
の
文
化
交
流
を
物
語
る
建
物

と
し
て
、
二
つ
の
修
道
院
、
中
華
会

館
を
挙
げ
、
市
の
歴
史
的
景
観
と
し

て
、
函
館
市
電
、
和
洋
折
衷
建
築
、

西
部
地
区
の
街
並
み
を
紹
介
し
た
。

一
九
三
四
年
、
函
館
大
火
で
市
街

地
の
３
分
の
１
を
焼
失
、
死
者
行
方

不
明
者
二
千
七
百
人
に
及
ぶ
。
歴
史

的
遺
産
の
損
失
も
甚
大
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
教
訓
に
耐
火
建
築
の
学
校
、

防
火
帯
（
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
）
を
作
っ

た
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
は
陸
上
よ
り

も
青
函
連
絡
船
や
貨
物
船
の
被
害
が

大
き
く
、
死
者
は
四
二
五
人
に
上
る
。

戦
後
は
港
湾
機
能
の
喪
失
に
伴
い
、

①
北
洋
漁
業
の
衰
退

②
石
油
危
機

後
の
造
船
不
況

③
フ
ェ
リ
ー
タ
ー

ミ
ナ
ル
移
転

④
青
函
連
絡
船
廃
止

の
影
響
に
よ
り
、
函
館
は
斜
陽
化
す

る
。
（
歴
史
的
建
造
物
は
残
っ
た
。
）

一
九
八
八
年
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
（
赤
れ
ん
が
倉
庫
群
）
再
開
発

に
よ
り
、
新
た
な
港
湾
機
能
を
創
出
。

函
館
は
国
際
観
光
都
市
と
し
て
再
生

す
る
。
二
〇
一
六
年
に
は
北
海
道
新

幹
線
新
函
館
北
斗
駅
が
開
業
し
、
本

州
と
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
。
昨
年
の

観
光
客
は
六
〇
六
万
人
に
上
る
。

２

青
函
連
絡
船

一
九
〇
八
年
か
ら
80
年
間
、
青
森

と
函
館
を
結
ぶ
鉄
道
連
絡
船
が
就
航

し
て
い
た
。
所
要
時
間
は
４
～
５
時

間
。
こ
の
時
期
は
北
海
道
の
開
拓
事

業
が
本
格
化
し
て
い
た
時
期
で
、
船

に
直
接
貨
車
を
積
み
込
む
車
両
航
送

に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
物
資
が
運
ば

れ
た
。

昭
和
20
年
７
月
、
８
月
、
米
軍
の

空
襲
に
よ
り
、
青
函
連
絡
船
は
ほ
ぼ

全
滅
し
た
。

昭
和
29
年
、
台
風
15
号
に
よ
り
洞

爺
丸
と
貨
物
船
４
隻
が
沈
没
し
、
一

四
三
〇
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
（
世
界

の
海
難
史
上
二
番
目
の
記
録
）
。

沈
没
の
原
因
は
車
両
積
込
部
（
船

尾
）
の
構
造
が
開
放
型
で
あ
り
、
波

が
侵
入
し
た
た
め
だ
っ
た
。
こ
れ
を

教
訓
に
船
は
閉
鎖
型
の
船
尾
に
改
良

さ
れ
た
。

一
九
七
〇
年
代
前
半
、
貨
物
、
旅

客
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
が
、
一
九
八

八
年
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴
い
、

役
割
を
終
え
た
。
最
盛
期
は
13
隻
で

１
日
30
往
復
し
て
い
た
。

現
在
は
函
館
港
に
摩
周
丸
が
博
物

館
船
と
し
て
係
留
さ
れ
て
い
る
。

３

文
化

お
祭
り
に
古
今
東
西
文
化
の
影
響

が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
七
夕
を

７
月
７
日
に
行
い
、
津
軽
藩
の
「
ろ

う
そ
く
も
ら
い
」
を
す
る
。

風
俗
で
は
、
葬
儀
で
ま
ず
遺
体
を

火
葬
し
て
通
夜
、
葬
儀
を
行
う
。

衣
食
住
は
先
取
の
気
質
に
富
み
、

ハ
イ
カ
ラ
を
好
む
。

函
館
弁
を
紹
介
し
た
。
①
バ
ガ→

は
ん
か
く
せ→

ほ
ん
ず
ね

②
が
っ

つ
し→

の
っ
つ
し→

わ
っ
つ
し

③
な
ま
ら
わ
や
だ

④
手
袋
ば
は
ぐ

⑤
ご
み
ば
な
げ
る

４

今
後
に
向
け
て

製
造
業
か
ら
観
光
業
へ
と
変
革
を

続
け
て
い
る
函
館
。
道
内
で
中
世
以

降
の
歴
史
・
文
化
を
持
つ
貴
重
な
地

域
で
あ
る
。
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
を

有
効
に
活
用
し
た
い
。
新
幹
線
開
業

に
よ
り
、
本
州
と
の
交
流
が
活
発
に

な
り
、
経
済
圏
も
変
化
し
て
き
た
。

発
想
の
転
換
が
急
務
で
あ
る
。
東
北

地
域
と
の
繋
が
り
を
深
め
、
国
内
観

光
客
を
取
り
込
む
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。

(２)第３８号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２６年１０月２０日

全道新聞研究大会
in 函館

大
会
テ
ー
マ

史
実
は
導
、
進
化
は
歩
～
史
帆
漸
進
～

し
る
べ

あ
ゆ
み

し
は
ん
ぜ
ん
し
ん

10
月
７
日
～
９
日
、
函
館
市
で
第
70
回
全
道
高
等
学
校
新
聞
研
究
大
会

が
開
催
さ
れ
、
新
聞
部
員
４
名
が
参
加
し
た
。
右
記
の
大
会
テ
ー
マ
の
下
、

歴
史
に
学
び
、
新
聞
を
作
る
全
道
の
仲
間
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
学
び
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

河野政通によって1454年に築かれた城（宇
須岸館、上写真地図）が箱形で、函館の地
名の由来と言われている。

記念講演 奥平 理 氏

は
こ
だ
て―

変
革
し
続
け
る
街―

奥
平

理
氏

西部地区 八幡坂

中華会館
1910年「日本最古の関帝廟」
内部の装飾品はすべて清国
から取り寄せたもの。華僑
の繁栄を伝える。

古稀庵
函館式上下和洋折衷様式建
築物。２階上部は洋風の外
装、屋根は和風瓦、１階と
２階の間に胴蛇腹がある。
２階内部は実は畳敷き。



各
支
部
・
学
校
の
活
動
内
容
を
報

告
し
、
日
頃
の
悩
み
か
ら
支
部
活
動
、

全
道
大
会
の
在
り
方
ま
で
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
課
題

と
解
決
方
法
。

局
員
・
部
員
不

足
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
勧
誘

方
法
を
出
し

合
い
ま
し
た
。

柔
ら
か
い
印

象
を
持
っ
て

も
ら
う
、
活

動
体
験
で
満

足
度
を
上
げ

る
、
生
徒
の

交
流
時
間
を

増
や
す
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
活
動
を
発
信
す
る
、
支
部
で

も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
と
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

次
に
支
部
を
超
え
た
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
会
が
札
幌
開
成
主
催
で
２
回
開

催
さ
れ
た
こ
と
を
振
り
返
り
、
生
徒

に
開
催
の
情
報
が
届
い
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
取
り
組
み
の
継
続
、
発

展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
（
落
合
優
翔
）

(３)第３８号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２６年１０月２０日

摩
周
丸
は
一
九
六
四
年

か
ら
続
々
と
つ
く
ら
れ
た

津
軽
丸
型
連
絡
船
（
高
速

自
動
化
船
）
７
隻
の
う
ち

の
ひ
と
つ
で
、
一
九
六
五

年
六
月
に
就
航
し
、
一
九

八
八
年
三
月
の
青
函
連
絡

船
最
後
の
日
ま
で
走
っ
た
。

連
絡
船
廃
止
後
、
母
港
函

館
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
現
在
、
博
物
館
と

し
て
乗
船
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

操
舵
室
（
船
橋
）
、
無
線
通
信
室

は
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
お
り
、
見

学
で
き
る
。
ま
た
、
船
室
の
一
部
は

改
装
し
て
、
実
物
部
品
や
模
型
な
ど

を
展
示
し
て
お
り
、
パ
ネ
ル
や
映
像

に
よ
り
、
連
絡
船
の
歴
史
や
し
く
み

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅱ
Ｃ
分
科
会
の
メ
ン
バ
ー
は
摩
周

丸
を
取
材
し
、
班
ご
と
に
新
聞
を
製

作
し
た
。
38
年
間
、
費
用
を
か
け
て

船
を
維
持
し
、
多
く
の
人
に
足
を
運

ん
で
も
ら
う
意
義
が
浮

か
び
上
が
っ
た
。

取
材
で
は
函
館
空
襲
や
洞
爺
丸
台

風
な
ど
の
歴
史
、
車
両
航
走
シ
ス
テ

ム
や
船
の
安
全
性
向
上
、
自
動
化
な

ど
を
記
念
館
の
ス
タ
ッ
フ
に
聞
い
た
。

洞
爺
丸
事
故
を
教
訓
に

一
九
五
四
年
に
台
風
に
よ
り
起
き

た
洞
爺
丸
事
故
。
史
上
二
番
目
の
海

難
事
故
と
さ
れ
、
そ
の
教
訓
か
ら
摩

周
丸
は
生
ま
れ
て
い
る
。
船
尾
は
開

放
型
か
ら
閉
鎖
型
に
改
良
さ
れ
、
波

の
侵
入
を
防
い
だ
。
さ
ら
に
航
行
の

自
動
化
、
現
在
位
置
測
定
シ
ス
テ
ム
、

衝
突
回
避
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
導
入
さ

れ
、
安
全
性
に
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
救
命
具
の
質
の
向
上
、
や
救

命
ボ
ー
ト
の
改
良
（
手
動→

自
動
）

が
な
さ
れ
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
摩

周
丸
は
死
傷
事
故
な
く
そ
の
役
割
を

終
え
た
。

分
科
会
講
師
の
小
林
哲
也
先
生
は

実
際
に
モ
ー
ル
ス
信
号
に
触
れ
、
操

舵
室
で
舵
取
り
の
体
験
が
で
き
る
こ

と
か
ら
「
本
物
を
見
る
と
違
う
と
思
っ

た
」
と
語
っ
た
。

函館市青函連絡船記念館

摩周丸

函館三大展望台の一つ（摩周丸の甲板に立てば、
西部地区から駒ヶ岳、トラピスト修道院が麓にあ
る丸山まで360度見渡せる。函館駅から徒歩４分）

実
物
に
触
れ
て
歴
史
を
伝
承

新
聞
全
道
大
会

分
科
会
報
告

展示新聞の前で

企
画
書
作
り
を
楽
し
ん
だ

各
校
で
ど
の
よ
う
に
企
画
を
立
て
、

取
材
内
容
を
決
め
て
い
る
の
か
。
各

自
レ
ジ
ュ
メ
を
作
り
、
意
見
を
交
換

し
合
い
ま
し
た
。

ず
っ
と
３
人
の
班
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
し
た
が
、
一
緒
に
企
画
書
を
作

る
の
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。
札
幌
開

成
の
生
徒
が
編
集

長
に
な
り
、
企
画

書
を
考
え
た
と
き

の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に
活

か
し
ま
す
。

（
１-

２
菊
地
羽
菜
）

新
聞
作
り
の
基
礎
と
実
践
を

元
記
者
の
渡
辺
多
美
江
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
取
材
の
基
本
と
写
真
撮

影
を
学
び
（
下
写
真
）
、
模
擬
共
同

記
者
会
見
を
行
い
、
班
ご
と
に
人
物

紹
介
記
事
を
作
成
し
ま
し
た
。
記
者

会
見
に
は
函
館
の
歴
史
的
風
土
を
守

る
会
の
櫻
井
拓
郎
氏
を
招
き
ま
し
た
。

班
の
メ
ン
バ
ー
は
真
面
目
で
優
し

く
教
え
て
く
れ
、
力
を
借
り
て
紙
面

に
で
き
ま
し

た
。
新
聞
の

作
り
方
を
基

礎
か
ら
学
べ

て
良
い
経
験

に
な
り
ま
し

た
。

（
１-

２
阿
部

優
里
愛
）

Ａ
Ｉ
は
道
具
、
サ
ポ
ー
ト
役

今
回
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
利
用
や

Ａ
Ｉ
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
、

各
自
レ
ジ
ュ
メ
を
作
り
、
新
聞
を
持

ち
寄
り
、
討
議
し
ま
し
た
。

主
に
校
内
生
活
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ツ
ー
ル
の
利
用
、
社
会
生
活
に
お
け

る
Ａ
Ｉ
の
影
響
に
つ
い
て
、
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

最
初
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

班
の
メ
ン
バ
ー
は
優
し
く
、
安
心
し

て
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
Ｇ

ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
を
比
較
し
、
真
実
の
見

極
め
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
新

し
い
考
え
方
を
知
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
際
に
嘘
か
ど
う
か

を
見
極
め
る
判
断
力
や
本
当
に
Ａ
Ｉ

に
情
報
を
教
え
て
良
い
の
か
、
情
報

が
漏
洩
す
る
か
も
し
れ
な
い
恐
れ
を

踏
ま
え
た
上
で
の
使
い
方
、
自
制
心

が
必
要
で
あ
り
、
最
終
手
段
や
Ａ
Ｉ

は
あ
く
ま
で
勉
強
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

や
道
具
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
（
１-

３

木
藤
心
音
）

Ｉ
Ｂ
分
科
会

高
校
生
新
聞
を
ど
の
よ
う
に
作
る
か

（
企
画
・
取
材
を
考
え
る
）

Ⅱ
Ｂ
１
分
科
会

よ
り
よ
い
新
聞
を
作
る
た
め
に
（
取
材
し
て
記
事
を
書
こ

Ⅲ
分
科
会

校
内
生
活
・
社
会
生
活
に
つ
い
て
考
え
よ
う

Ⅳ
分
科
会

支
部
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
に

全体会で報告


